
ＩＣＴによる衣服生産のプラットフォーム 

縫製工場の余剰リソースを活用と、服づくりに困っていた人のオーダーが「循環」し経済効果を生み出した。            

        [ 創業・設立：2014年3月から→2016年12月での変化 ]    

  ・登録事業者数100社→2,400社 ・事業内の市場流通総額5,000万円→約15億円   
  ・連携工場5工場→230工場  ・関連雇用数150人(1工場30人と した場合)→6,900人  
  ・平均量産生産リードタイム約70日→46日  

地方(中小零細事業者)の雇用の価値向上と自由な衣服の生産インフラ構築を同時に実現。 

 施策の概要説明 
衣服の生産を必要とする不特定多数の個人・アパレル事業者・メーカー等か
らの依頼を受け、熊本を中心とした全国の縫製工場に発注する際に、工場
の生産キャパシティ(閑散期/繁忙期/生産対応アイテム対応生地及び資材、
最大及び最小ロット/数/納期等)やリアルタイムな稼働状況を加味し、依頼
主(ブランド、小売店)のリクエストする品質・価格・納期にマッチする最適な工
場を選定し采配する。現在、工場のIoTシステム開発・導入を進め、稼働状況
把握の精度を上げている。 

 衣服生産の最適化 
ICT有効活用により衣服の流通が「最適化」されユーザー事業者のニーズで
もあり縫製工場の課題でもある「短納期・高品質・小ロット」の衣服の生産を
実現し、現在人々の衣服生産のインフラとしてのバリューを発揮している。  

「衣」のサプライチェーン -インフラ構築 
熊本を中心とした全国の中小零細縫製工場ICT化によるプロジェクト 

。 
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